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研究成果の概要（和文）：グレゴリオス・バルヘブラエウス著『英知の精華』霊魂論編および動物学編の校訂作業を進
めた。テクストの校訂・注解作成の課程においては、バルヘブラエウスが『英知の精華』霊魂論編および動物学編の執
筆に際しても、イブン・シーナー『治癒の書』の他に、イブン・シーナー以前の時代に成立したシリア語文献や、イブ
ン＝シーナー以降の時代のアラビア語文献を利用したことが確認された。また、本研究の研究計画で掲げたギリシア哲
学・自然科学のシリア語における伝承についての研究およびわが国におけるシリア学の発展への寄与という目的に合わ
せたより広い範囲でのシリア学研究にも従事した。

研究成果の概要（英文）：The research conducted was centred around the edition of the books "on animals" an
d "on the soul" in Barhebraeus' principal work on Aristotelian philosophy, the Cream of Wisdom. The resear
ch confirmed that, as in other parts of the same work, Barhebraeus made use of both earlier Syriac works a
nd more recent Arabic works as his sources in addition to Ibn Sina's Kitab al-shifa'. An additional compon
ent of the research was the promotion more generally of the study of philosophical and scientific literatu
re in Syriac, as well the promotion of Syriac studies within Japan. 
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１．研究開始当初の背景 
 
ギリシアの哲学・自然科学、特にアリストテ
レス哲学の後世への継承の研究においては、
イスラーム圏における、主にアラビア語によ
る伝承が重要な位置を占めるが、アラビア語
による伝承はそれと密接に関わるシリア語
による伝承を抜きには語れない。しかしなが
ら、ギリシアの哲学・自然科学のシリア語に
おける伝承の研究の中で、論理学の伝承につ
いては近年いくらかの研究の進展が見られ
るものの、自然科学の伝承についての研究は
大きく立ち遅れており、関連するシリア語文
献の刊行および研究が急務となっている。研
究代表者の計画した研究はそのような必要
に応じるものであり、ギリシア哲学・自然科
学のオリエント地域における伝承の解明に
寄与することが期待された。 
 
２．研究の目的 
 
本研究においては、アリストテレスの動物学
関連著作および『霊魂論』のシリア語による
伝承について、その具体的な伝承経路および
ギリシア語・アラビア語等による伝承との関
係を解明することを主なる目的とした。特に、
バルヘブラエウス著『英知の精華（Hewat 
hekmta, Butyrum sapientiae）』動物学編お
よび霊魂論編の校訂作業を行なった。本研究
ではまたより広い範囲でギリシア哲学・科学
のシリア語における伝承の研究および日本
におけるシリア学の発展に寄与することを
目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
『英知の精華』霊魂論編および動物学編の校
訂を入手可能な写本(Firenze, Laur. or. 83; 
London, British Library, Or. 4079, Or. 
9380; Birmingham, Mingana syr. 310; 
Biblioteca Apostolica Vaticana, sir. 613; 
Baghdad, Chaldean Monastery, syr. 177; 
Manchester, John Rylands, syr. 44B; 
Princeton, Theological Seminary, syr. 25)を
用いて進めると同時に、バルヘブラエウスの
他の著作における関連箇所やイブン・シーナ
ー『治癒の書』をはじめとする関連文献との
比較を行った。 
 
４．研究成果 
 
グレゴリオス・バルヘブラエウス著『英知の
精華』霊魂論編および動物学編の校訂作業を
進めた。校訂を行なったテクストに翻訳、注
解 を 加 え た 上 で 、 叢 書 Aristoteles 
Semitico-Latinus の一部として刊行する予

定である。校訂・注解作成の課程においては、
バルヘブラエウスが『英知の精華』霊魂論編
および動物学編の執筆に際しても、イブン・
シーナー『治癒の書』の他に、イブン・シー
ナー以前の時代に成立したシリア語文献や、
アブー＝ル＝バラカート・アル＝バグダーデ
ィー、ファフル＝アッ＝ディーン・アッ＝ラ
ージーなどのイブン＝シーナー以降の時代
のアラビア語文献を利用したことが確認さ
れた。この作業によって得られた知見の一部
については 2012 年に開催された国際シリア
学会（XI. Symposium Syriacum, Malta）な
どの場で発表した。また、本研究の研究計画
で掲げたギリシア哲学・自然科学のシリア語
における伝承についての研究およびわが国
に お け る シ リ ア 学 (Syriac Studies, 
Syrologie)の発展への寄与という目的に合わ
せたより広い範囲でのシリア学研究にも従
事した。 
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